
修練会の気になる 1冊（ほん・本・ブック） 

 公益財団法人豊島修練会 令和３年 10月（通算第 60号） 

 

子どものほん（子ども、小学生＆中学生） 

小野正弘監修「イラストでわかる オノマトペじてん」成美堂出版 本体

950円 

 人の気持ちを表す「しょんぼり」「どきどき」など、感じ方を表す「さっ 

ぱり」「あっさり」など、行動を表す「うつらうつら」「てくてく」など、 

物の様子を表す「つるつる」「ちかちか」などを、「オノマトペ」と言いま 

す。 イラストでわかりやすく説明してあります。作文を書く時、話すと 

きに役立ちます。 

 

 大人の本（パパ＆ママ、ジジ＆ババなど） 

武山廣道監修「ハローキティの一日一禅」 リベラル社 1100円 

 禅の言葉は漢字ばかりで難しい。そんな禅の言葉をかわいいイラスト付き

でキティちゃんが解説くれる。いくつかを紹介してみよう。あとは読んでの

お楽しみ！ 

 一期一会（出会いは一度きり、出会いを大事にしよう）、行雲流水（いつで

もどんな時も自然体でいよう）、明珠在掌（探し物はここにある、足元を見ま

しょう）、独釣寒江雪（誰のマネでもなく、自分だけの楽しみを見つけよう）。 

 

  学校の先生のブック（小学校・中学校の先生）  

渋沢栄一・守屋淳訳「現代語訳 論語と算盤」 ちくま書房 902円 

 本書は、「論語」を現代語に訳したものである。論語とは、政治家・思想家・教

育者としての孔子が、弟子たちとの議論・会話をまとめたものである。 

 「論語と算盤」の「算盤」とは、経済の事であり、日本経済基礎を築いた渋沢

栄一の思いが訳文を通して伝わってくるようだ。 

 昔の寺子屋は十人十色の人材を輩出したが、現在の教育は全員に同じ教育をし

ている結果、当たり前の人間ばかり育成しているという見解は、少し考えてみる

必要がありそうだ。個別最適な学習を強調している令和の日本型学校教育で・・・。

（積読のH.K） 

 ★備考★話題提供のために紹介しているだけで、購読を勧めるものではありません。 

 [成美教育文化会館]で検索すると、「かけはし」「メッセージ」「Q&A」「気になる 1 冊」をはじめ「一

宇荘」「至楽荘」「成美教育文化会館の会場貸出」など様々な情報が閲覧できます。 


